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１０
2021／OCTOBER

68９号

令和３年 9 月末現在

世帯2,018戸（ー  3）
男 2,045人（±  0）
女 2,138人（ー  7）
計 4,183人（ー  7）

　9月 24日（金）と 25日（土）の 2日間、第 53回上松
中学校総合発表会が開催されました。
　今回のテーマは「Break　the　sky　limit」。自分
たちの限界を超えるという目標を果たすため、生徒たちは
総合的な学習の時間の活動「ひのきの時間」の
発表や、体育祭、音楽会で今までの学習や
練習の成果を発揮し、絆を深めました。
   　　（関連記事　9Ｐ）

第53回上松中学校総合発表会
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令
和
二
年
度

　

上
松
町
の
決
算
状
況

歳入総額　57億 9,051 万円

　一般会計の歳入総額は５７億９，０５１万円、歳出総額は５５億９，７４８万円で、歳入から歳出を差し引いた
額 ( 形式収支 ) は１億９，３０３万円となり、そこから翌年度へ繰越すべき財源９，９６４万円を差し引いた実質
収支額は、９，３３９万円の黒字となりました。
　前年対比は、歳入が１３６．１％、歳出は１３７．３％となりました。
　歳入は、地方交付税が４．８％の増、町税が１．２％の減となり、町債については庁舎建設事業により、
８２．４％の増となりました。歳入の不足分は基金取崩による繰入金で対応しました。
　歳出は、総務費が前年比９５．７％増の２５億２，６３３万円、土木費が１１８．８％増の４億５，７２４万円、
教育費が２３．１％減の３億７，０１３万円、消防費が１１０％増の３億２４４万円、衛生費が８４．１％増の
２億４，５４１万円、商工費が１０６％増の２億４６９万円となりました。
　一般会計と特別会計三会計を合わせた四会計の決算は、歳入総額６２億５，６８２万円、歳出総額
６０億５，４６７万円となりました。
　主な事業につきましては次ページ以降のとおりとなります。

令和２年度の各会計の決算が 9月定例議会で審議され、一般会計及び特別会計の四会計すべ
て認定されました。
一般会計及び特別会計の決算状況についてお知らせします。

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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主な事業の歳出額一般
会計

歳出総額　55億 9,748 万円

基金の年度末残高（一般会計分）
目　　　的 残　　　高

財政調整基金 7億 6,222 万円

教育施設基金 2,442 万円

ひのきの里あげまつ
ふるさと基金

2,529 万円

減債基金 1億 3,713 万円

地域福祉振興基金 6,455 万円

ねざめホテル施設
整備基金

2,720 万円

赤沢施設整備基金 5,049 万円

役場庁舎建設整備
基金

2億 303 万円

森林環境整備基金 2,371 万円

新型コロナウイルス
感染症対策基金

1,130 万円

補助金等つなぎ融資
貸付基金

100 万円

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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特別会計の決算状況

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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令
和
二
年
度
上
松
町
水
道
事
業
会
計

決
算
報
告
が
さ
れ
、
議
会
の
決
算
認
定

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
決
算
は
、
営
業
面
で
は
営
業

収
益
及
び
営
業
外
収
益
で
二
億
千
九
百

六
十
万
五
千
円
、
営
業
費
用
及
び
営
業

外
費
用
等
が
二
億
千
三
百
九
十
一
万
円
、

当
年
度
営
業
純
利
益
が
五
百
六
十
九
万

五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
費
用
面
で
は
、
建
設
改
良
費
及

び
企
業
債
償
還
金
が
一
億
三
千
六
百

七
十
七
万
八
千
円
で
、
財
源
は
県
補
助

金
及
び
一
般
会
計
か
ら
の
負
担
金
・
出

資
金
と
留
保
資
金
等
を
充
当
し
て
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
度
の
主
な
事
業
と
し
て
は
、

北
上
条
地
区
配
水
管
敷
設
替
え
工
事
他

二
件
の
工
事
、
こ
の
他
、
七
月
豪
雨
に

よ
る
災
害
復
旧
工
事
や
漏
水
修
繕
な
ど

を
実
施
し
、
各
施
設
に
お
け
る
薬
品
の

補
充
、
草
刈
等
の
維
持
管
理
も
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
平
成
二
十
八
年
度
に
策
定

し
た
水
道
事
業
基
本
計
画
及
び
、
経
営

戦
略
に
沿
い
、
計
画
的
な
改
修
に
努
め
、

良
質
で
安
全
・
安
心
な
飲
料
水
の
安
定

供
給
に
努
め
る
と
共
に
、
更
な
る
経
常

経
費
の
節
減
と
、
効
率
的
な
事
業
運
営

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

数 字 で 見 る 水 道 事 業 決 算
1.収益的収入及び支出

区　分 決算額（千円）※

収

入

水道事業収益 219,605
　　営業収益 94,897
　　営業外収益 124,708

支

出

水道事業費 213,910
　　営業費用 190,013
　　営業外費用 23,897
　　特別損失 0

2. 資本的収入及び支出
区　分 決算額（千円）

収
　
入

資本的収入 40,149
　　工事負担金 1,936
　　出資金 35,738
　　企業債 0
　　県補助金 2,475

支
　
出

資本的支出 136,778
　　建設改良費 10,630
　　企業債償還金 126,148

3. 各水道施設の概況
区　分 給水戸数（戸）給水人口（人） 配水量（㎥） 有収水量（㎥）

上松町簡易水道施設 1,856 4,131 576,397 451,593

※仮受消費税、仮払消費税を控除してあります

令
和
二
年
度

上
松
町
水
道
事
業
会
計
　

決
算
状
況

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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上松町人事行政の運営等の状況
「上松町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき職員の給与等についてお知らせします。

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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新
庁
舎
の
二
階
床
振
動
は
、

歩
行
か
ら
来
る
共
振
現
象
に
よ

る
も
の
と
推
測
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
最
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る

是
正
工
事
を
庁
舎
が
閉
庁
と

な
っ
た
七
月
二
十
二
日
か
ら

二
十
五
日
の
四
日
間
か
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

主
と
し
て
床
の
剛
性
を
高
め

る
た
め
に
、
方
杖
部
分
を
強
固

に
す
る
工
事
を
行
い
、
変
位
振

動
が
二
分
の
一
に
低
減
、
方
杖

接
合
部
の
固
定
度
が
上
昇
し
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
職
員
の
数

人
で
す
が
体
調
面
に
は
問
題
が

な
い
も
の
の
振
動
を
感
じ
る
と

い
う
職
員
も
お
り
、
全
て
解
消

し
た
と
い
う
結
果
に
は
至
り
ま

せ
ん
。

　

現
在
、
是
正
措
置
の
二
案
目

と
な
る
歩
行
振
動
が
床
面
に
伝

わ
り
に
く
く
す
る
措
置
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
十
月
一
日
付

け
で
小
林　

洋
平
さ
ん
（
寝
覚
三

区
）
が
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
、
令
和
七
年
九
月

三
十
日
ま
で
の
四
年
間
と
な
り
ま

す
。

　

小
林
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
二
十
五
年
度
に
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
を
お
勤
め
い
た
だ
き
、
そ

の
経
験
を
活
か
し
て
、
町
の
教
育

振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
を
持
ち
ま
し
て
退

任
さ
れ
ま
し
た
、
村
上
利
行
前
教

育
委
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

成
二
十
五
年
十
月
か
ら
二
期
八
年

の
間
、
町
の
教
育
推
進
に
多
大
な

る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
こ
れ
ま
で
の
ご
尽

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
町
教

育
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
十
月
一
日

付
け
で
、
代
表
監
査
委
員
に
塚
本

　

啓
二
さ
ん
（
北
上
条
区
）
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
令
和

七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
四
年
間

と
な
り
ま
す
。

　

塚
本
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

財
務
・
税
務
関
係
に
精
通
さ
れ
、

豊
か
な
経
験
を
生
か
し
、
今
後
の

町
行
政
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
を
も
ち
ま
し
て
退

任
さ
れ
ま
し
た
、
中
村　

康
前
代

表
監
査
委
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
二
十
九
年
十
月
か
ら
一
期
四

年
の
間
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
町

行
政
の
監
査
事
務
を
円
滑
適
正
に

執
行
し
て
い
た
だ
き
、
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
こ
れ
ま

で
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
町
行
政
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
任
命

代
表
監
査
委
員
任
命

役
場
二
階
床
振
動
に
つ
い
て

議
会
へ
報
告
し
ま
し
た

1 階方杖部分2階執務室

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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九
月
二
十
四
日
（
金
）
と

二
十
五
日
（
土
）
の
二
日
間
、

第
五
十
三
回
上
松
中
学
校
総
合

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「B

reak
　

the　
sky　

lim
it

」
で
、

自
分
た
ち
の
限
界
を
超
え
て
い

こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

校
内
で
は
授
業
や
、「
ひ
の

き
の
時
間
」
で
制
作
し
た
作
品

や
、
研
究
の
ま
と
め
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
科
発
表
で
は
、
体

育
で
取
り
組
ん
だ
ダ
ン
ス
や
英

語
ス
ピ
ー
チ
な
ど
、
生
徒
た
ち

は
練
習
の
成
果
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

初
日
に
は
体
育
祭
が
行
わ
れ
、

全
学
年
混
合
の
三
つ
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
て
、
委
員
会
考
案
の

競
技
に
挑
み
ま
し
た
。
ど
の

チ
ー
ム
も
学
年
を
超
え
て
協
力

し
応
援
し
合
い
、
競
技
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
音
楽
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
発
表
の
前
に
は
各

学
年
の
練
習
の
様
子
が
ス
ク

リ
ー
ン
に
映
さ
れ
、
そ
の
成
果

を
見
せ
よ
う
と
、
ど
の
学
年
も

素
晴
ら
し
い
合
唱
を
聞
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
式
で
実
行
委
員
長
の
下

野
君
は
「
自
分
た
ち
が
追
究
し

た
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
、
そ

れ
を
見
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

の
絆
が
深
ま
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

上
松
中
学
校
総
合
発
表
会

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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十
月
二
日
（
土
）
に
上
松
小
学

校
校
庭
で
、
上
松
保
育
園
運
動
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
は
昨
年
同
様
、
感
染
症

対
策
の
た
め
、
応
援
の
参
加
は
保

護
者
の
み
で
、
規
模
を
縮
小
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

年
少
さ
ん
の
か
け
っ
こ
で
は
、

ど
の
園
児
も
元
気
よ
く
、
精
一
杯

の
走
り
を
、
玉
入
れ
や
リ
レ
ー
で

は
、
皆
で
協
力
し
て
最
後
ま
で
頑

張
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

表
現
の
発
表
で
は
、
年
少
さ
ん

は
猫
に
、
年
中
さ
ん
は
月
光
仮
面

に
な
り
き
っ
て
、
障
害
物
走
と
元

気
い
っ
ぱ
い
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。
年
長
さ
ん
は
、
見
事
に

竹
馬
に
乗
っ
て
歩
き
、
手
旗
を

使
っ
た
息
の
合
っ
た
ダ
ン
ス
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
運
動
会
を
頑
張
っ
て
、

練
習
の
成
果
を
見
せ
て
く
れ
た
園

児
全
員
に
、
先
生
た
ち
か
ら
金
メ

ダ
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

上
松
保
育
園
運
動
会

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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木
曽
交
通
安
全
協
会
で
は
毎
年
、

「
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
標
語
大
会
」

を
開
催
し
、
交
通
安
全
標
語
の
募

集
と
選
考
、
表
彰
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
は
全
国
的
に
高
齢
者
が
係

る
交
通
事
故
が
増
加
し
て
お
り
、

郡
内
で
も
同
様
の
傾
向
が
顕
著
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
郡
内
在
住
の
高

齢
者
の
方
々
の
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
交
通
事
故
発
生
防
止
の
た

め
の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
郡
内
よ
り
運
転
者
向
け

三
十
作
品
、
歩
行
者
向
け
六
作
品

の
計
三
十
六
作
品
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
上
松
町
か
ら
は
十
五
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

銀
賞
三
作
品
、
銅
賞
二
作
品
の
計

五
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

本
来
な
ら
ば
高
齢
者
交
通
安
全

大
会
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
大
会

が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
賞
状
と

記
念
品
の
贈
呈
の
み
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

上
松
町
よ
り
応
募
さ
れ
た
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
沢
山
の
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

運
転
者
向
け
の
部
　

　
銀
賞
受
賞
作
品

　
運
転
は
　
目
く
ば
り
気
く
ば
り

　
　
思
い
や
り
　　
　
　
　
　
　

　
　

澤
木　

三
千
代
さ
ん（
倉
本
）

　
爺
婆
は
　
運
転
マ
ナ
ー
優
等
生

　
　
孫
が
見
て
い
る
学
ん
で
る

　
　

水
野　

義
朗
さ
ん
（
本
町
）

　
銅
賞
受
賞
作
品

　

高
齢
者
　
免
許
返
し
て

　
　
安
心
家
族

　
　

林　

鎮
男
さ
ん
（
倉
本
）

　
俺
大
丈
夫
　
そ
の
思
い
込
み
　

　
　
事
故
の
も
と

　

田
上　

三
千
代
さ
ん
（
沖
田
）

　

操
作
ミ
ス
　
気
を
引
き
締
め
て

　
　
慎
重
し
て

　

田
上　

三
千
代
さ
ん
（
沖
田
）

　

早
め
の
ブ
レ
ー
キ

　
　
早
め
の
点
灯
　
い
つ
も
心
に

　
　
　
余
裕
を
持
っ
て

　
　

井
領　

正
明
さ
ん
（
見
帰
）

　
歩
行
者
優
先

　
　
横
断
歩
道
歩
行
者
確
認

　
　
　
一
旦
停
止

　
　

井
領　

正
明
さ
ん
（
見
帰
）

　
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
と
は
と
　

　
　
思
っ
た
時
に
は
　
も
う
遅
い

　
　

大
平　

信
一
さ
ん
（
倉
本
）

　
飛
び
石
は

　
　
霹
靂
の
ご
と
　
当
た
り
く
る

　
　

茂
澄　

清
弘
さ
ん
（
倉
本
）

　
ウ
イ
ン
カ
ー
　
必
ず
点
灯

　
　
他
人
の
た
め

久
保
田　

隆
さ
ん
（
立
町
）

　
意
識
せ
よ

　
　
だ
ろ
う
運
転
　
事
故
の
も
と

　
　

久
保
田　

隆
さ
ん
（
立
町
）

　
踏
み
込
む
ペ
ダ
ル

　
　
そ
の
履
物
で
　
大
丈
夫

　
　

武
居　

芳
次
さ
ん
（
本
町
）

歩
行
者
向
け
の
部

　
銀
賞
受
賞
作
品

　
慌
て
な
い

　
　
進
路
横
断
　
焦
ら
な
い

　
　

水
野　

義
朗
さ
ん
（
本
町
）

　
銅
賞
受
賞
作
品

　
赤
青
黄

　
　
全
て
私
達
を
　
守
る
色
　

　
　

武
居　

芳
次
さ
ん
（
本
町
）

　
外
出
は

　
暗
く
な
っ
た
ら
外
に
出
な
い
が

　
　
身
の
た
め
よ

　
　

大
平　

信
一
さ
ん
（
倉
本
）

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
標
語

上
松
よ
り
五
作
品
入
選

銀銀銅

銅

銀

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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今
年
度
上
松
町
で
一
〇
〇
歳
以

上
と
な
ら
れ
る
方
は
六
名
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
来
年
一
月

に
一
〇
〇
歳
を
迎
え
ら
れ
る
旭
町

の
花
川
ち
ゑ
さ
ん
を
九
月
十
七

日
（
金
）
に
大
屋
町
長
が
訪
問
し
、

お
祝
い
の
言
葉
を
お
伝
え
す
る
と

と
も
に
、
町
か
ら
の
記
念
品
を
お

渡
し
し
ま
し
た
。
花
川
さ
ん
は
、

今
現
在
で
も
、
家
族
に
手
伝
っ
て

も
ら
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
簡

単
な
調
理
や
家
事
な
ど
は
行
っ
て

お
り
、
家
の
周
り
の
草
取
り
な
ど

も
毎
日
行
っ
て
い
て
、
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
す
。

　

上
松
町
で
は
、
来
年
末
ま
で
に

一
、〇
七
四
名
の
方
が
七
十
五
歳

以
上
と
な
ら
れ
ま
す
。
町
で
は
、

こ
れ
ま
で
上
松
町
を
築
き
上
げ
て

こ
ら
れ
た
こ
と
へ
の
敬
意
と
感
謝

を
込
め
て
、
お
祝
い
状
と
祝
い
品

（
お
茶
と
マ
ス
ク
）
を
お
届
け
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
郵
送

で
の
お
届
け
と
な
り
、
敬
老
事
業

を
実
施
し
た
地
区
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
地
区
の
分
館
で
は
記

念
品
な
ど
を
お
渡
し
す
る
地
区
も

あ
り
ま
し
た
。

　

上
松
町
で
は
、
高
齢
者
の
方
が

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
生
活
で
き

る
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

上
松
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
征
矢
秋
蔵
会
長
）
は
、
平
成

十
六
年
度
か
ら
毎
年
、
町
内
の
福

祉
施
設
に
雑
巾
や
介
護
布
な
ど
を

寄
付
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、「
小

さ
な
親
切
」
運
動
実
行
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
は
、
親

切
を
行
っ
た
方
（
個
人
・
団
体
）

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、

賞
状
を
贈
り
、
表
彰
す
る
活
動
で

す
。

　

上
松
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
女
性
部
員
が
中
心
と
な
っ
て
、

一
針
一
針
心
を
込
め
て
縫
っ
た
雑

巾
等
を
、
毎
年
一
、〇
〇
〇
枚
程

集
め
、
寄
付
を
し
て
い
ま
す
。
今

年
も
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て

作
成
し
、
十
二
月
に
町
内
九
か
所

の
各
福
祉
施
設
に
福
祉
雑
巾
を
寄

贈
す
る
予
定
で
す
。

　

令
和
三
年
九
月
二
十
一

日
に
受
章
の
伝
達
式
が
行

わ
れ
、
小
さ
な
親
切
運
動

松
本
支
部
の
市
民
タ
イ
ム

ス
松
本
支
社
長
か
ら
大
道

規
子
女
性
部
長
へ
賞
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
大
道
女

性
部
長
は
「
こ
れ
ま
で
頑

張
っ
て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
、

協
力
し
て
く
だ
さ
る
会
員

の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
受

章
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
続
け
て
行
き
た
い
」
と

挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

一
〇
〇
歳
以
上
高
齢
者
表
敬
訪
問

上
松
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

「
小
さ
な
親
切
」
運
動
実
行
章
を
受
章
し
ま
し
た

　

九
月
九
日
（
木
）
に
老
人
ホ
ー

ム
木
曽
寮
で
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

木
曽
寮
で
は
毎
年
敬
老
の
日
が

あ
る
九
月
に
敬
老
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
来
な
ら
ば
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
催
し
物
も
行
わ
れ
る
予
定
で

し
た
が
、
感
染
防
止
対
策
の
た
め
、

規
模
を
縮
小
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
六
人
の
方
が
米
寿
を
迎

え
ら
れ
、
大
屋
町
長
よ
り
一
人
ひ

と
り
に
祝
い
品
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

老
人
ホ
ー
ム
木
曽
寮
敬
老
会

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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【
葉
山
　
修
一
郎
　
隊
員
】

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
上
松

町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
葉
山
で

す
。

　

私
た
ち
上
松
町
地
域
お
こ
し

協
力
隊
木
工
部
はAgem

atsu 
W

ood Life M
aiking

（
以
下
Ａ

Ｗ
Ｌ
Ｍ
）
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
が
、
Ａ
Ｗ
Ｌ
Ｍ
の
主
な
活
動

と
い
え
る
の
が
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
制
作
で
、
来
た
る
十
一

月
に
返
礼
品
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に

新
し
く
商
品
が
追
加
さ
れ
、
現
在

私
た
ち
は
新
商
品
の
開
発
を
行

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

数
多
く
の
候
補
が
挙
が
る
中
、

会
議
を
経
て
「
パ
ソ
コ
ン
ス
タ
ン

ド
」「
ス
ツ
ー
ル
」「
フ
ォ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
ツ
ー
ル
」（
折
り
た
た
み

式
の
背
の
な
い
椅
子
）「
ダ
ス
ト

ボ
ッ
ク
ス
」（
ゴ
ミ
箱
）「
ペ
ッ
ト

ボ
ウ
ル
」
の
五
つ
に
絞
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

七
名
の
隊
員
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数

の
商
品
開
発
を
担
当
し
ま
す
。
多

角
的
に
議
論
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン

を
決
定
し
、
試
作
を
重
ね
て
お
お

よ
そ
完
成
に
近
い
実
物
を
持
ち
寄

り
発
表
又
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
「
ペ
ッ
ト
ボ
ウ
ル
」

の
塗
装
に
つ
い
て
は
、
ペ
ッ
ト
の

舌
が
直
接
器
に
触
れ
る
た
め
飼
い

主
さ
ん
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
、

安
全
な
自
然
塗
料
が
好
ま
し
い

の
で
す
が
、「
そ
れ
な
ら
上
松
の

特
産
品
で
あ
る
え
ご
ま
油
は
ど
う

か
」
と
の
意
見
か
ら
上
松
産
え
ご

ま
油
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
決
定
す
る
な
ど
有
意
義
な
会

議
と
な
り
ま
し
た
。
え
ご
ま
油
は

健
康
食
品
と
し
て
食
用
で
重
宝
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
塗
料
と
し
て
も

耐
水
性
・
殺
菌
性
に
優
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

又
、「
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
」
は

木
曽
の
ひ
の
き
を
材
料
と
し
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
ひ
の
き
の
持
つ

消
臭
効
果
・
抗
菌
作
用
か
ら
ダ
ス

ト
ボ
ッ
ク
ス
に
相
応
し
い
素
材
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す

が
、
適
材
適
所
で
木
曽
産
の
ひ
の

き
を
生
か
し
な
が
ら
よ
り
良
い
商

品
を
ど
う
生
み
出
し
て
い
く
か
と

い
う
の
も
Ａ
Ｗ
Ｌ
Ｍ
と
し
て
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
課
題
で

す
。

　

秋
が
深
ま
り
ゆ
く
季
節
、
お
身

体
に
お
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
下

さ
い
。

地域おこし
　協力隊だより

　

上
松
町
連
合
防
火
会
で
は
、

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
で
あ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を

活
用
し
、
防
災
用
照
明
器
具

（
バ
ル
ー
ン
投
光
器
五
基
）

を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
夜
間
の
災

害
時
等
に
指
定
さ
れ
た
避
難

場
所
に
設
置
し
照
明
を
確
保

す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
が
安

全
に
避
難
を
行
え
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
助
成
事
業
」
と
は

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要

な
備
品
や
集
会
所
の
整
備
等
に
対
し

て
助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
こ
と
を
目
的
と

す
る
事
業
で
あ
り
、

一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
宝
く
じ
の
収
益

金
を
財
源
と
し
て

行
う
も
の
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
宝
く
じ
助
成
事
業
）

で
整
備
し
ま
し
た防災用照明器具（バルーン投光器）

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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　令和３年９月１２日から２６日まで、大相撲令和
３年９月場所が東京都国技館で開催されました。先
場所に続き感染防止対策のため、人数制限をかけて
の開催となった今場所、初日に白星を取りましたが、
２日目は黒星。３日目から４連勝を見せ、１０日目
に勝ち越しを決めました。しかし、その後３連敗と
なり、千秋楽では大関貴景勝に勝ちましたが、２ケ
タ勝利にはあと一歩届きませんでした。来場所では
更なる活躍を見せてくれることを期待します。

大相撲 令和３年９月場所
御嶽海関の成績

　　東関脇　９勝　６敗

１ 日 目 前 頭 筆 頭 隆 の 勝 ◯ 押し出し

２ 日 目 前頭二枚目 北勝富士 ● 突き落とし

３ 日 目 前 頭 筆 頭 豊 昇 龍 ◯ 寄り倒し

４ 日 目 小 結 高 安 ◯ 引き落とし

５ 日 目 前頭四枚目 玉 鷲 ◯ 引き落とし

６ 日 目 前頭三枚目 琴 ノ 若 ◯ 押し出し

７ 日 目 小 結 逸 ノ 城 ● 寄り倒し

中 日 関 脇 明 生 ◯ 引き落とし

９ 日 目 前頭二枚目 霧 馬 山 ● 送り出し

１０日目 前頭三枚目 若 隆 景 ◯ 押し出し

１１日目 前頭四枚目 大 栄 翔 ◯ 押し出し

１２日目 前頭六枚目 阿 武 咲 ● 押し出し

１３日目 横 綱 照ノ富士 ● 寄り倒し

１４日目 前頭八枚目 隠岐の海 ● 下手投げ

千 秋 楽 大 関 貴 景 勝 ◯ 押し出し

頑張れ！御嶽海関 !!

　

九
月
二
十
一
日（
火
）か
ら
三
十
日（
木
）

ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
二
十
一
日
に
は
上
松
町
交
通
安

全
推
進
協
議
会
の
役
員
が
上
松
駅
前
で
、

駅
利
用
者
に
啓
発
品
の
配
布
と
、
交
通
安

全
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
三
十
日
に
は
上
松
町
交
通
安

全
協
会
が
国
道
十
九
号
沿
い
の
交
通
機
動

隊
前
で
、
の
ぼ
り
旗
を
持
っ
て
ド
ラ
イ

バ
ー
へ
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
人
波
作

戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
は
交
通
安
全
協
会
や
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

通
学
路
街
頭
指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
楽
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
交
通
量
が
多
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
日
暮
れ
も
早
ま
る
時

期
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
早
め
の
ラ
イ
ト

点
灯
や
反
射
材
を
身
に
着
け
る
な
ど
、
今

後
も
交
通
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

広
報
あ
げ
ま
つ

議
会
だ
よ
り
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放送大学に入学しませんか ４月入学生募集中　

　放送大学はテレビ・ラジオ・インターネットを使って自宅で学べる正規の大学です。

　学位取得はもちろん、キャリアアップや自己実現など、生涯学習を目指す方をサポートします。

　この機会にあなたも放送大学で学んでみませんか。

学びをサポートする４つのポイント
■ポイント１　学ぶ意欲が入学資格！学力試験はありません
　学力試験はなく、書類選考のみで入学できます。大学卒業資格を得るために学ぶ方はもちろん、キャリアアッ

プや知識を深めるために必要とする科目だけを学ぶ方もいます。

■ポイント２　テレビ等による放送授業だけじゃない！スマホやパソコンでいつでも！
　放送授業はＢＳ放送などの受信環境があればどなたでも見ることができます。また学生の方はインターネッ

トでいつでもどこでも受講できます。学習センター、サテライトスペースでも放送授業を視聴できます。

■ポイント 3　１科目から学べます　半年だけの在学もＯＫ
　一流の講師による多彩な約３００の科目があり、１科目から学ぶことができます。人気の心理学をはじめ、

外国語も充実。学ぶ目的に応じてお選びください。

　「資格に必要な単位だけとりたい」「入ってみたいけれど続けられるかわからない」という方は、半年だけ在

学することもできます。

■ポイント 4　負担が少ない授業料が魅力です
　授業料はテキスト費込みで１科目（２単位）11,000 円。入学料も含めリーズナブルな費用で学べます。

　また半年ごとに受講する科目の授業料だけを払う仕組みも魅力のひとつです。

～教養学部のご紹介～
学生の種類 入学料 授業料

科目履修生（6ヶ月間在学）　 ７，０００円

１科目（２単位）　　１１，０００円選科履修生（１年間在学） ９，０００円
全科履修生
（４年以上在学して卒業を目指す） ２４，０００円

～大学院のご紹介～
学生の種類 入学料 授業料

修士科目生（6ヶ月間在学）　 １４，０００円 １科目（２単位）　　２２，０００円

１科目（４単位）　　４４，０００円修士選科生（１年間在学）　　　　 １８，０００円

　現在２０２２年４月入学生を募集しており、資料を無料進呈いたします。お気軽にお問合わせください。

　　　　【出願期間】	 第 1	回：２０２１年	１１月	２６日	 ～	２０２２年	 ２月	２８日（必着）
	 第 2	回：２０２２年	 ３月	 1	日	 ～		 ３月	１５日（必着）
　　資料請求・お問合わせ先

　〒 392-0004　諏訪市諏訪１－６－１　アーク諏訪３階　　放送大学長野学習センター
　Tel 0266-58-2332　Fax 0266-57-1135
　放送大学ホームページ　http://www.ouj.ac.jp　※「放送大学」で検索！
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健康増進センターリレートーク　・・・健康とデータ64

　

美：ねぇ太郎ちゃん。新型コロナウイルスの感染を心配して、がん検診の受診を控える方もいるそうよ。
太：それじゃあ、がんに気づかない場合もあるってこと？
美：そうね。がんの早期では自覚症状がないこともあるから、発見が遅れる場合もあるわね。
太：上松町の状況はどうなんだろう？

　みなさんは、がん検診を受けていますか？
　新型コロナウイルスへの感染を心配して、がん検診を来年にしようと考えている方もいるかもしれません
が、気づかない間にがんが進行し、治療の選択肢が狭まってしまう等、がん検診を受けないことがその後の人
生に大きな影響を与えるかもしれません。
　今回の数値は、今年度健康センターで乳がん検診を受ける方（予定）の人数です。
　過去３年間の受診状況と比べると、年々受診者数が伸びています。上松町の方は、コロナ禍による受診控え
が少なく、がん検診への意識が高いようです。

◎がん検診受診者数（健康増進センターで実施）
　 令和元年度 令和 2年度 令和 3年度（予定）

乳がん検診
（エコー+マンモグラフィ計） ２５６ ２６６ ２８５

子宮頸がん検診 ２１８ ２１９ ２３４
　今後も、がんの早期発見・早期治療のために、継続してがん検診を受けましょう。

☆感染症対策を徹底しましょう！
　昨年は、マスク・手洗い・３密回避等の新型コロナウイルス感染症対策をしたことで、インフルエンザ
にかかる人が減少しました。
　今年も同様の感染症対策と合わせ、規則正しい生活（バランスの良い食事、適度な運動、歯磨きなどで
口の中の清潔を保つ、十分に睡眠をとるなど）を送り、ウイルスへの抵抗力を高めましょう。

上松町健康増進センター　保健衛生係（５２－２８２５）

２８５人

太郎ちゃん（太）美林ちゃん（美）
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